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参
照
条
文

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
（
抄
）

第
十
二
条
の
八

第
七
条
第
一
項
第
一
号
の
業
務
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
は
、
次
に
掲
げ
る
保
険
給
付
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

七

介
護
補
償
給
付

２
・
３

（
略
）

４

介
護
補
償
給
付
は
、
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
補
償
年
金
又
は

傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、

か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間
（
次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請

求
に
基
づ
い
て
行
う
。

一
～
三

（
略
）

第
十
九
条
の
二

介
護
補
償
給
付
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
月
額
は
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
る
場
合
に
通
常
要
す
る
費

用
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

第
二
十
一
条

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
は
、
次
に
掲
げ
る
保
険
給
付
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

七

介
護
給
付

第
二
十
四
条

介
護
給
付
は
、
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金

の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
つ
て
第
十
二
条
の
八
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態

に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間
（
次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し

、
そ
の
請
求
に
基
づ
い
て
行
う
。

一
～
三

（
略
）

２

第
十
九
条
の
二
の
規
定
は
、
介
護
給
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
九
条

政
府
は
、
こ
の
保
険
の
適
用
事
業
に
係
る
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
に
つ
い
て
、
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

一

療
養
に
関
す
る
施
設
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
業
務
災
害
及
び
通
勤
災
害
を
被
つ
た
労
働
者
（
次
号

参考１－２
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に
お
い
て
「
被
災
労
働
者
」
と
い
う
。
）
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

二

被
災
労
働
者
の
療
養
生
活
の
援
護
、
被
災
労
働
者
の
受
け
る
介
護
の
援
護
、
そ
の
遺
族
の
就
学
の
援
護
、
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
が
必
要
と

す
る
資
金
の
貸
付
け
に
よ
る
援
護
そ
の
他
被
災
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
の
援
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

三

業
務
災
害
の
防
止
に
関
す
る
活
動
に
対
す
る
援
助
、
健
康
診
断
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
そ
の
他
労
働
者
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
、
保

険
給
付
の
適
切
な
実
施
の
確
保
並
び
に
賃
金
の
支
払
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
基
準
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

３

（
略
）

附

則

第
五
十
九
条

政
府
は
、
当
分
の
間
、
労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
つ
た
と
き
身
体
に
障
害
が
存
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
障

害
に
関
し
て
は
、
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
を

支
給
す
る
。

１

（
略
）

２

障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
の
障
害
に
係
る
障
害
補
償
年
金
は
、
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
額
の
合
計
額

が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
算
定
方
法
に
従
い
当
該
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
支
給
を
停
止
す
る
。

第
六
十
条

政
府
は
、
当
分
の
間
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
死
亡
に
関
し
て
は
、
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
遺
族
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、
遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
る
。

２

（
略
）

３

遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
労
働
者
の
死
亡
に
係
る
遺
族
補
償
年
金
は
、
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
額
の
合
計

額
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
算
定
方
法
に
従
い
当
該
遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
支
給
を
停
止
す
る
。

４
～
７

（
略
）

第
六
十
二
条

政
府
は
、
当
分
の
間
、
労
働
者
が
通
勤
に
よ
り
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
、
治
つ
た
と
き
身
体
に
障
害
が
存
す
る
場
合
に
お
け
る
当

該
障
害
に
関
し
て
は
、
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、
障
害
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給

す
る
。

２

（
略
）
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３

第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
障
害
年
金
前
払
一
時
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
及
び

第
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
障
害
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
三
条

政
府
は
、
当
分
の
間
、
労
働
者
が
通
勤
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
死
亡
に
関
し
て
は
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る

遺
族
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
と
し
て
、
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
を
支
給
す
る
。

２

（
略
）

３

第
六
十
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項

中
「
遺
族
補
償
年
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
は
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
六
条
の
六
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
六
条
の
六
」
と
、
「
遺
族
補
償
年
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
の
額
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
遺
族
補
償
年
金

の
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
の
」
と
、
「
当
該
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
四
条

（
略
）

２

労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
が
、
当
該
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業
主
又
は
使
用
し
て
い
た
事
業
主
か
ら
損
害
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で

あ
つ
て
、
保
険
給
付
を
受
け
る
べ
き
と
き
に
、
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償(

当
該
保
険
給
付
に
よ
つ
て
て
ん
補
さ
れ
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
部

分
に
限
る
。)

を
受
け
た
と
き
は
、
政
府
は
、
労
働
政
策
審
議
会
の
議
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
そ
の
価
額
の
限
度
で
、
保
険
給

付
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
前
項
に
規
定
す
る
年
金
給
付
を
受
け
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

一

年
金
給
付(

労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
に
対
し
て
、
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
額
の
合
計
額
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
算
定
方
法
に
従
い
当
該
年
金

給
付
に
係
る
前
払
一
時
金
給
付
の
最
高
限
度
額(

当
該
前
払
一
時
金
給
付
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
を
受
け
た
額
を

控
除
し
た
額
と
す
る
。)

に
相
当
す
る
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
の
年
金
給
付
に
限
る
。)

二

（
略
）

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
（
抄
）

（
介
護
補
償
給
付
の
額
）
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第
十
八
条
の
三
の
四

介
護
補
償
給
付
の
額
は
、
労
働
者
が
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
（

次
項
に
お
い
て
「
特
定
障
害
」
と
い
う
。
）
の
程
度
が
別
表
第
三
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）

そ
の
月
に
お
い
て

介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
五
千
百
五
十
円
を
超
え
る
と
き
は
、
十
六
万
五
千
百
五
十
円
と
す
る
。
）

二

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の

額
が
七
万
七
百
九
十
円
に
満
た
な
い
と
き
又
は
そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
を
支
出
し
て
介
護
を
受
け
た
日
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、

親
族
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
と
き
。

七
万
七
百
九
十
円
（
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
月
に
お
い
て
介
護
に

要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
が
七
万
七
百
九
十
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
額
と

す
る
。
）

２

前
項
の
規
定
は
、
特
定
障
害
の
程
度
が
別
表
第
三
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
の
項
障
害
の
程
度
の
欄
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る

介
護
補
償
給
付
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
十
六
万
五
千
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
万
二
千
五
百
八
十
円
」
と

、
「
七
万
七
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
万
八
千
六
百
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
介
護
給
付
の
額
）

第
十
八
条
の
十
四

第
十
八
条
の
三
の
四
の
規
定
は
、
介
護
給
付
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
障
害
補
償
年
金

又
は
傷
病
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
の
定
期
報
告
）

第
二
十
一
条

年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
は
、
毎
年
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
日
」
と
い
う
。
）
ま
で
に
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
が
あ
ら
か

じ
め
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
て
通
知
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
七

（
略
）

２

前
項
の
報
告
書
に
は
、
指
定
日
前
一
月
以
内
に
作
成
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長

が
あ
ら
か
じ
め
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
て
通
知
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

障
害
補
償
年
金
又
は
障
害
年
金
の
受
給
権
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
又
は
戸
籍
の
抄
本
（
厚
生
労
働
大
臣
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
三

十
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
当
該
受
給
権
者
に
係
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）

二

（
略
）

三

傷
病
補
償
年
金
又
は
傷
病
年
金
の
受
給
権
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書

３
・
４

（
略
）
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（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
）

第
二
十
四
条

法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金
及
び
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

（
時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金
）

第
二
十
八
条

時
間
外
労
働
等
改
善
助
成
金
は
、
次
に
掲
げ
る
中
小
企
業
事
業
主(

そ
の
資
本
金
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円(

小
売
業
又
は
サ
ー
ビ

ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
千
万
円
、
卸
売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
一
億
円)

を
超
え
な
い
事
業
主
及

び
そ
の
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人(

小
売
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
五
十
人
、
卸
売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
を
主
た
る

事
業
と
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
は
百
人)

を
超
え
な
い
事
業
主
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
中
小
企
業
事
業
主
の
団
体
若

し
く
は
そ
の
連
合
団
体(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
主
団
体
等
」
と
い
う
。)

に
対
し
て
、
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主

イ

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
（

に
規
定
す
る
計
画
に

に
掲
げ
る
措
置
が
記
載
さ
れ

（２）

（２）
（ⅱ）
(ヘ)

て
い
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
。

に
お
い
て
同
じ
。)

が
認
定
し
た
も
の

（２）

時
間
外
労
働
の
制
限
そ
の
他
の
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

（ⅰ）

労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
係
る

に
掲
げ
る
実
施
体
制
の
整
備
等
の
た
め
の
措
置
及
び

に
掲
げ
る
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
の

（２）

（ⅰ）

（ⅱ）

た
め
の
措
置
を
記
載
し
た
計
画
を
作
成
し
、
当
該
計
画
を
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
略
）

（ⅰ）

労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
の
促
進
の
た
め
の
措
置
、
所
定
外
労
働
の
削
減
の
た
め
の
措
置
及
び

（ⅱ）
労
働
時
間
等
の
設
定
の
改
善
の
た
め
の
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置

労
働
者
の
多
様
な
事
情
及
び
業
務
の
態
様
に
応
じ
た
労
働
時
間
の
設
定

（イ）

労
働
基
準
法
施
行
規
則(

昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号)

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
に
一
週
間
に
つ

（ロ）
い
て
四
十
四
時
間
、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
ま
で
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
あ
つ
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
四
十
時

間
を
超
え
て
い
る
も
の
に
お
い
て
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
四
十
時
間
以
下
と
す
る
措
置

終
業
か
ら
始
業
ま
で
に
継
続
し
た
休
息
時
間
を
確
保
す
る
措
置

(ハ)

子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
労
働
者
に
対
す
る
休
暇
の
付
与
そ
の
他
の
必
要
な

(ニ)
措
置在

宅
勤
務
そ
の
他
の
多
様
な
就
労
を
可
能
と
す
る
措
置(

(

ヘ)

に
掲
げ
る
措
置
を
除
く
。)

(ホ)

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
勤
務(

一
週
間
に
つ
い
て
一
日
以
上
在
宅
又
は
そ
の
中
小
企
業
事
業
主
が
指
定
し
た
事
務
所
で
あ
つ
て
、

(ヘ)
労
働
者
が
所
属
す
る
事
業
場
と
異
な
る
事
務
所
で
勤
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。)

を
可
能
と
す
る
措
置

ロ
・
ハ

（
略
）

二
・
三

（
略
）
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附

則

（
障
害
補
償
年
金
の
支
給
停
止
期
間
）

法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
補
償
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
障
害
補
償
年
金
前
払

30
一
時
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
間
と
す
る
。

一

（
略
）

二

障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
が
支
給
さ
れ
た
月
後
最
初
の
障
害
補
償
年
金
の
支
払
期
月
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
月
以
後
各
月
に
支
給
さ
れ
る
べ
き

障
害
補
償
年
金
の
額
を
、
百
分
の
五
に
そ
の
経
過
し
た
年
数
（
当
該
年
数
に
一
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

）
を
乗
じ
て
得
た
数
に
一
を
加
え
た
数
で
除
し
て
得
た
額
の
合
算
額

（
略
）

（
遺
族
補
償
年
金
の
支
給
停
止
期
間
）

附
則
第
三
十
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
補
償
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

34
お
い
て
、
附
則
第
三
十
項
中
「
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
障
害
年
金
の
支
給
停
止
期
間
）

附
則
第
三
十
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
年
金
の
支
給
が

39
停
止
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
三
十
項
中
「
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
障
害
年
金
前

払
一
時
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）附

則
第
三
十
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
六
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
遺
族
年
金
の
支
給
が
停

42
止
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
三
十
項
中
「
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
遺
族
年
金
前
払

一
時
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三

要
介
護
障
害
程
度
区
分
表
（
第
十
八
条
の
三
の
二
関
係
）

当
該
程
度
の
障
害
に
よ
り
労
働
者
が
あ
る
介
護
を

障
害
の
程
度

要
す
る
状
態

常
時
介
護
を
要
す
る
状
態

一

神
経
系
統
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
残
し
、
常
に
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
一
第

一
級
の
項
身
体
障
害
の
欄
第
三
号
に
規
定
す
る
身
体
障
害
を
い
う
。
）
又
は
神
経
系
統
の
機
能
若
し
く
は

精
神
に
著
し
い
障
害
を
有
し
、
常
に
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
二
第
一
級
の
項
障
害
の
状
態
の
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
障
害
の
状
態
を
い
う
。
）
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二

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
し
、
常
に
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
一
第
一
級
の
項
身

体
障
害
の
欄
第
四
号
に
規
定
す
る
身
体
障
害
を
い
う
。
）
又
は
胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

し
、
常
に
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
二
第
一
級
の
項
障
害
の
状
態
の
欄
第
二
号
に
規
定
す
る
障
害
の

状
態
を
い
う
。
）

三

別
表
第
一
に
掲
げ
る
身
体
障
害
が
二
以
上
あ
る
場
合
そ
の
他
の
場
合
で
あ
つ
て
障
害
等
級
が
第
一
級
で

あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
身
体
障
害
又
は
別
表
第
二
第
一
級
の
項
障
害
の
状
態
の
欄
第
三
号
か
ら
第
九
号

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
（
前
二
号
に
定
め
る
も
の
と
同
程
度
の
介
護
を
要
す
る
状
態

に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

随
時
介
護
を
要
す
る
状
態

一

神
経
系
統
の
機
能
若
し
く
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
残
し
、
随
時
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
一
第

二
級
の
項
身
体
障
害
の
欄
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
身
体
障
害
を
い
う
。
）
又
は
神
経
系
統
の
機
能
若
し

く
は
精
神
に
著
し
い
障
害
を
有
し
、
随
時
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
二
第
二
級
の
項
障
害
の
状
態
の

欄
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
の
状
態
を
い
う
。
）

二

胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
残
し
、
随
時
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
一
第
二
級
の
項
身

体
障
害
の
欄
第
二
号
の
三
に
規
定
す
る
身
体
障
害
を
い
う
。
）
又
は
胸
腹
部
臓
器
の
機
能
に
著
し
い
障
害

を
有
し
、
随
時
介
護
を
要
す
る
も
の
（
別
表
第
二
第
二
級
の
項
障
害
の
状
態
の
欄
第
二
号
に
規
定
す
る
障

害
の
状
態
を
い
う
。
）

三

障
害
等
級
が
第
一
級
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
身
体
障
害
又
は
別
表
第
二
第
一
級
の
項
障
害
の
状
態
の
欄

第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
（
前
二
号
に
定
め
る
も
の
と
同
程
度
の

介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

○

炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
抄
）

第
八
条

削
除

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
五
号
）
（
抄
）

附

則

（
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）
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第
七
条

炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

削
除

第
十
条
中
「
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
料
の
支
給
及
び
」
を
削
る
。

（
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
料
（
以
下
「
介
護
料
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
被
災
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
八
条
及
び
第

十
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
災
労
働
者
が
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
十
二
条
の
八
第
四
項
の
介
護
補
償
給
付
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
時
以
後
、
当
該
被
災
労
働
者
に
は
、
介
護
料

を
支
給
し
な
い
。

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
五
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

と
さ
れ
る
同
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
九
十
二

号
）
第
八
条

（
介
護
料
の
支
給
）

第
八
条

政
府
は
、
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
つ
い
て
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
療
養
補
償
給
付
を
受
け
て
い
る
被
災
労

働
者
で
あ
つ
て
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
も
の
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
介
護
料
を
支
給
す
る
。

２

介
護
料
は
、
介
護
に
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
金
額
と
す
る
。

○

炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
労
働
省
令
第
二
十
八
号
）
（
抄
）

第
七
条

削
除

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
労
働
省
令
第
六
号
）
（
抄
）

（
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
労
働
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。
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第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

削
除

附

則

（
第
三
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
七
条
の
規
定
は
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
同
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
料
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
被
災
労
働
者

に
支
給
す
る
同
条
の
介
護
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
八
年
労
働
省
令
第
六
号
）
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
炭
鉱
災
害
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
症
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年

労
働
省
令
第
二
十
八
号
）
第
七
条
（
抄
）

（
介
護
料
）

第
七
条

法
第
八
条
の
介
護
料
は
、
毎
月
一
回
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

３

第
一
項
の
介
護
料
の
金
額
は
、
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
一
月
に
つ
き
七
万
七
百
九
十
円
、
五
万
三
千
九
十
円
又
は
三
万
五
千
四
百
円
と
す
る
。

４

そ
の
月
に
お
い
て
介
護
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
が
、
前
項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
同
項
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
場
合
に
は

、
第
一
項
の
介
護
料
の
金
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
支
出
さ
れ
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
、
同
項
の
介
護
の
程
度
に
応
じ
、
十
六
万

五
千
百
五
十
円
、
十
二
万
三
千
八
百
六
十
円
又
は
八
万
二
千
五
百
八
十
円
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
応
じ
、
十
六
万
五
千
百
五
十
円
、

十
二
万
三
千
八
百
六
十
円
又
は
八
万
二
千
五
百
八
十
円
）
と
す
る
。

〇

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

（
法
定
利
率
）

第
四
百
四
条

利
息
を
生
ず
べ
き
債
権
に
つ
い
て
別
段
の
意
思
表
示
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
利
率
は
、
そ
の
利
息
が
生
じ
た
最
初
の
時
点
に
お
け
る
法
定

利
率
に
よ
る
。

２

法
定
利
率
は
、
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
利
率
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
三
年
を
一
期
と
し
、
一
期
ご
と
に
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
変

動
す
る
も
の
と
す
る
。

４

各
期
に
お
け
る
法
定
利
率
は
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
法
定
利
率
に
変
動
が
あ
っ
た
期
の
う
ち
直
近
の
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直
近
変
動
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期
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
基
準
割
合
と
当
期
に
お
け
る
基
準
割
合
と
の
差
に
相
当
す
る
割
合
（
そ
の
割
合
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
直
近
変
動
期
に
お
け
る
法
定
利
率
に
加
算
し
、
又
は
減
算
し
た
割
合
と
す
る
。

５

前
項
に
規
定
す
る
「
基
準
割
合
」
と
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
期
の
初
日
の
属
す
る
年
の
六
年
前
の
年
の
一
月
か
ら
前
々
年
の

十
二
月
ま
で
の
各
月
に
お
け
る
短
期
貸
付
け
の
平
均
利
率
（
当
該
各
月
に
お
い
て
銀
行
が
新
た
に
行
っ
た
貸
付
け
（
貸
付
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
に

限
る
。
）
に
係
る
利
率
の
平
均
を
い
う
。
）
の
合
計
を
六
十
で
除
し
て
計
算
し
た
割
合
（
そ
の
割
合
に
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
と
し
て
法
務
大
臣
が
告
示
す
る
も
の
を
い
う
。

○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
一
般
保
険
料
に
係
る
保
険
料
率
）

第
十
二
条

（
略
）
。

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
連
続
す
る
三
保
険
年
度
中
の
各
保
険
年
度
に
お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
で
あ
つ
て
当
該
連
続
す
る
三
保

険
年
度
中
の
最
後
の
保
険
年
度
に
属
す
る
三
月
三
十
一
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係

が
成
立
し
た
後
三
年
以
上
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
当
該
連
続
す
る
三
保
険
年
度
の
間
に
お
け
る
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
災
害
に
関
す
る

保
険
給
付
（
労
災
保
険
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
一
時
金
、
特
定
の
業
務
に
長
期
間
従
事
す
る
こ
と
に
よ
り

発
生
す
る
疾
病
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
つ
た
者
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
事
業
に
お
け
る
就

労
期
間
等
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
に
係
る
保
険
給
付
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
疾
病
に

か
か
つ
た
者
に
係
る
保
険
給
付
」
と
い
う
。
）
及
び
労
災
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ

れ
た
者
（
以
下
「
第
三
種
特
別
加
入
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
給
付
を
除
く
。
）
の
額
（
年
金
た
る
保
険
給
付
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

労
災
保
険
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
支
給
が
行
わ
れ
た
給
付
金
の
う
ち
業
務
災
害
に
係
る
も
の
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
の
額
（
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
た
給
付
金
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
も

の
と
す
る
。
）
を
加
え
た
額
と
一
般
保
険
料
の
額
（
第
一
項
第
一
号
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
労
災
保
険
率
（
そ
の
率
が
こ
の
項
の

規
定
に
よ
り
引
き
上
げ
又
は
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
引
き
上
げ
又
は
引
き
下
げ
ら
れ
た
率
）
に
応
ず
る
部
分
の
額
）
か
ら
非
業
務
災
害
率
（

労
災
保
険
法
の
適
用
を
受
け
る
す
べ
て
の
事
業
の
過
去
三
年
間
の
通
勤
災
害
に
係
る
災
害
率
及
び
二
次
健
康
診
断
等
給
付
に
要
し
た
費
用
の
額
そ
の
他

の
事
情
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
率
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た

額
に
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
の
額
か
ら
特
別
加
入
非
業
務
災
害
率
（
非
業
務
災
害
率
か
ら
第
十
三
条
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
率
を
減
じ
た
率
を

い
う
。
第
二
十
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た
額
を
加
え
た
額
に
業
務
災
害
に
関
す
る
年
金
た
る
保

険
給
付
に
要
す
る
費
用
、
特
定
疾
病
に
か
か
つ
た
者
に
係
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
（
第

二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
第
一
種
調
整
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
割
合
が
百
分
の
八
十
五
を
超
え
、
又
は
百
分
の
七
十
五
以
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下
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
に
よ
る
労
災
保
険
率
か
ら
非
業
務
災
害
率
を
減
じ
た
率
を
百
分
の
四
十
の
範
囲
内
に
お
い

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
だ
け
引
き
上
げ
又
は
引
き
下
げ
た
率
に
非
業
務
災
害
率
を
加
え
た
率
を
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
の
基
準
日
の
属
す
る
保

険
年
度
の
次
の
次
の
保
険
年
度
の
労
災
保
険
率
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

百
人
以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業

二

二
十
人
以
上
百
人
未
満
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
で
あ
つ
て
、
当
該
労
働
者
の
数
に
当
該
事
業
と
同
種
の
事
業
に
係
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
労

災
保
険
率
か
ら
非
業
務
災
害
率
を
減
じ
た
率
を
乗
じ
て
得
た
数
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
模
の
事
業

４
～
９

（
略
）

（
確
定
保
険
料
の
特
例
）

第
二
十
条

労
災
保
険
に
係
る
保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
有
期
事
業
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、
そ
の
事
業
の
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
を
そ
の
額
（
第
十
二
条
第
一

項
第
一
号
の
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
に
つ
い
て
の
労
災
保
険
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
）
か
ら
非
業
務
災

害
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た
額
に
百
分
の
四
十
の
範
囲
内
に
お
い
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
だ
け
引
き
上
げ
又
は
引
き

下
げ
て
得
た
額
を
、
そ
の
事
業
に
つ
い
て
の
一
般
保
険
料
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

事
業
が
終
了
し
た
日
か
ら
三
箇
月
を
経
過
し
た
日
前
に
お
け
る
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
（
労
災
保
険
法
第
十

六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
一
時
金
及
び
特
定
疾
病
に
か
か
つ
た
者
に
係
る
保
険
給
付
を
除
く
。
）
の
額
に
第
十
二

条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
の
額
を
加
え
た
額
と
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
（
同
条
第
一
項
第
一
号
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
労
災
保
険
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
非
業
務
災
害
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た
額
に
第
一
種
特
別
加
入

保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
か
ら
特
別
加
入
非
業
務
災
害
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た
額
を
加
え
た
額
に
第
一
種
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た

額
と
の
割
合
が
百
分
の
八
十
五
を
超
え
、
又
は
百
分
の
七
十
五
以
下
で
あ
つ
て
、
そ
の
割
合
が
そ
の
日
以
後
に
お
い
て
変
動
せ
ず
、
又
は
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
範
囲
を
超
え
て
変
動
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

前
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
事
業
が
終
了
し
た
日
か
ら
九
箇
月
を
経
過
し
た
日
前
に
お
け
る
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
災
害
に
関
す

る
保
険
給
付
（
労
災
保
険
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
一
時
金
及
び
特
定
疾
病
に
か
か
つ
た
者
に
係
る
保
険

給
付
を
除
く
。
）
の
額
に
第
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
の
額
を
加
え
た
額
と
一
般
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
か
ら

非
業
務
災
害
率
に
応
ず
る
部
分
の
額
を
減
じ
た
額
に
第
一
種
特
別
加
入
保
険
料
に
係
る
確
定
保
険
料
の
額
か
ら
特
別
加
入
非
業
務
災
害
率
に
応
ず
る

部
分
の
額
を
減
じ
た
額
を
加
え
た
額
に
第
二
種
調
整
率
（
業
務
災
害
に
関
す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
、
特
定
疾
病
に
か
か
つ
た
者
に

係
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
、
有
期
事
業
に
係
る
業
務
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
で
当
該
事
業
が
終
了
し
た
日
か
ら
九
箇
月
を
経
過
し
た
日
以
後

に
お
け
る
も
の
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
割
合
が
百
分
の
八
十

五
を
超
え
、
又
は
百
分
の
七
十
五
以
下
で
あ
る
と
き
。

２
～
４

（
略
）
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○

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
（
抄
）

（
法
第
十
二
条
第
三
項
の
業
務
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
の
額
の
算
定
）

第
十
八
条

（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
三
項
の
年
金
た
る
保
険
給
付
及
び
前
項
の
保
険
給
付
の
額
の
算
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

（
法
第
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
等
）

第
十
八
条
の
二

法
第
十
二
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
給
付
金
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
労
働

省
令
第
三
十
号
。
以
下
「
特
別
支
給
金
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
で
業
務
災
害
に
係
る
も
の
（
労
災
保
険
法
第
十
六
条
の
六
第

一
項
第
二
号
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
一
時
金
の
受
給
権
者
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
特
別
一
時
金
、
第
十
七
条
の
二
の
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
者

に
係
る
も
の
及
び
労
災
保
険
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た

者
（
以
下
「
第
三
種
特
別
加
入
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

附

則

（
法
第
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
の
割
合
の
算
定
に
当
た
り
算
入
す
べ
き
保
険
給
付
の
額
及
び
特
別
支
給
金
規
則
の
規
定
に
よ
る
特
別
支

給
金
の
範
囲
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

当
分
の
間
、
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
、
障
害
補
償
一
時
金
、
遺
族
補
償
一
時
金
、

葬
祭
料
及
び
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
同
条
第
二
項
の
額
の
算
定
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
四
号
）

附
則
第
二
条
第
一
項
の
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
を
除
く
。
）
と
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

２

当
分
の
間
、
第
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
及
び
労
災
保
険
法
」
と
あ
る
の
は
「
、
労
災
保
険
法
」
と
、
「
を
除
く
」
と

あ
る
の
は
「
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る
も
の
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生

労
働
省
令
第
六
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
と
し
て
支
給
さ
れ
た
も
の
を
除
く
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

○

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
四
号
）
（
抄
）

附

則

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
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二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九

年
労
働
省
令
第
三
十
号
）
の
規
定
に
よ
る
特
別
支
給
金
（
以
下
「
保
険
給
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
施
行
日
前
に
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
を

基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
保
険
給
付
等
の
額
（
法
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
並
び
に
同
令
の
規
定
に
よ
る
障
害
特
別
年
金
、
遺
族
特
別
年
金

及
び
傷
病
特
別
年
金
（
以
下
「
年
金
た
る
保
険
給
付
等
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
法
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
支
払
期
月
（
同
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
さ
れ
る
月
。
以
下
「
支
払
期
月
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ

た
額
の
合
計
額
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
加
え
た
額
と
す
る
。

一

施
行
日
以
後
に
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
る
額
（
年
金
た
る
保
険
給
付
等
に
あ
っ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支

払
わ
れ
る
額
の
合
計
額
）

二

施
行
日
前
に
算
定
さ
れ
た
給
付
基
礎
日
額
を
基
礎
と
し
て
支
払
わ
れ
た
額
（
年
金
た
る
保
険
給
付
等
に
あ
っ
て
は
、
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払

わ
れ
た
額
の
合
計
額
）

三

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
保
険
給
付
等
に
関
す
る
区
分
に
従
い
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額

イ

年
金
た
る
保
険
給
付
等
第
一
号
の
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
る
額
か
ら
第
二
号
の
支
払
期
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
額
を
控
除
し
て

得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
、
当
該
年
金
た
る
保
険
給
付
等
の
支
給
の
対
象
と
さ
れ
た
月
を
基
準
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

ロ

年
金
た
る
保
険
給
付
等
以
外
の
保
険
給
付
等
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
、
同
号
に
掲
げ
る
額
が
支
給
さ
れ
た
日
を
基
準
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額

２

（
略
）


